
問い合わせ先：産業経済課　観光振興グループ　☎８２－８２１４

　町はウポポイの開設を契機として、周辺のにぎわい創出や観光客の周遊性を高めるため、「しらおいポロ
トミンタラフェスティバル2021」を開催し、本町の持つ豊かな食資源、特産品、観光資源などを広く発信し、
ウポポイの集客との相乗効果を目指します。 会場：ポロトミンタラ（白老駅北観光商業ゾーン）若草町１－１－21
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が

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
１
年
を
振
り
返

り
「
文
化
の
〝
発
信
〞
に
つ
い
て
は

一
定
の
評
価
を
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
〝
文

化
の
振
興
・
人
材
育
成
〞
に
つ
い
て

は
今
後
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
言

う
。

工
夫
の
中
か
ら
課
題

　

こ
の
よ
う
な
状
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で
ス
タ
ッ
フ
は

「
少
し
で
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来
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が
学
ぶ
満
足
感

を
高
め
た
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と
、
コ
ロ
ナ
対
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に

目
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り
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工
夫
と
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新
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な
取
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だ
し
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す
。
一
方

「
課
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も
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え
て
き
ま
し
た
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と
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後
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つ
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ま
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検
討
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す
。
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博
物
館
の
展
示
に
関
し
て
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「
研
究
活
動
の
進
展
が
重
要
で
す
。

そ
の
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え
て
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た
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収
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初
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道
内
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の
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の
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推
進
さ
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の
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携
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、
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の
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化
イ
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ン
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迎
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ベ
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」
と
、
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別
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ベ
ン
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で
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。
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人
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イ
ヌ
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々
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り
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が
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ポ
ポ
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な
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と
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を
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て
い
ま
し
た
。
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本
部
長
就
任
は
「
び
っ
く
り
し

た
と
い
う
の
が
本
音
。
約
１
年
は

ア
イ
ヌ
関
連
施
策
監
理
官
で
し
た

の
で
、
ま
あ
何
と
か
」
と
笑
い
、

初
め
て
の
白
老
生
活
を
過
ご
し
て

い
る
。
「
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と
し
て
ウ
ポ
ポ

イ
が
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限
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せ
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い
」

前職は、北海道開発局事
業振興部調整官兼アイヌ
関連施策監理官。北大卒。
札幌市出身。現在は白老
在住。59歳。

【内容】　アイヌ文化の発信を軸に、オハウの提供やエント茶の試飲、アイヌ工芸品の展示販売ほか、
　　　　　野菜の直売など地元事業者が出店します。

【内容】　子ども向けショーや知育玩具の設置、ミニスタンプラリー、テイクアウト可能なご当地グ
　　　　　ルメの販売など。

【内容】　ミニ音楽フェスティバルとして地元吹奏楽団、吹奏楽部、札幌を拠点とするアーティスト
　　　　　のライブ、食の提供として大鍋でのパエリア提供など。
※イベントは、新型コロナウイルス感染症予防対策を行った上で開催しますが、開催時期の感染拡大
　状況により規模縮小や延期、中止する場合があります。

　アイヌ文化の復興と発展の拠点として国が整備したウポポイ（民族共生象徴空間）は、７月12日で開業
１年を迎えます。コロナ禍による再度の開業延期、入場制限、さまざまなプログラム・体験の縮小・中止な
どに見舞われながらも、入園者数は24万6,894人（６月18日現在の速報値）となりました。管理・運営する
アイヌ民族文化財団に４月に着任した齊藤基也新運営本部長に、この１年と今後について伺いました。

７月17日㈯、18日㈰

ウポポイ　７月で開業１年
逆風下　道内外24万７千人がアイヌ文化に触れる

「扇の要として一層の充実を目指す」

８月21日㈯、22日㈰

９月25日㈯　※予定

「ウポポイ開設１周年記念イベント」

「しらおいこどもフェスティバル」

「食と音楽フェスティバル」

齊
藤
基
也
・
民
族
共
生
象
徴
空
間
運
営
本
部
長


